




The change in rites of passage on Himakajima Island, Minamichita Town, Aichi Prefecture:





　There are three small islands (Himakajima, Shinojima, Sakujima) off the Chita 
Peninsula, south of Nagoya city. Himakajima is the smallest one; however, most of 
the population and prosperity count on tour business. Besides, Himakajima has 
preserved the traditional rites of passage better than other islands.  The simplicity 
of Rite passage has not been inﬂuenced by depopulation but by time change. In the 
beginning, the place of delivery and death was from the residents' own houses to 
hospitals. Then, the place of wedding ceremony from their own houses on the island 
was shifted to the oﬀ-island wedding ceremony hall. Furthermore, the prosperity 
from tour business has made some culture exchanges more active with oﬀ- island's 
people. Thus, the traditional rites of passage eventually become Urbanization.
　Wedding ceremonies have been changed dramatically. On the other hand, 
Yakubarai (the ceremony to scare away evil spirits) and funeral ceremony have had 
slight changes. According to the interviews, most of the islanders in Himakajima are 
Fisherman, who is always facing a lot of life danger. In addition, islanders helped 
each other instead of funeral company during the funeral ceremony. 
　There is one feature coming out from the questionnaire. The ceremony regarding 
celebrating long-life almost doesn't exist in Himakajima. The ceremony of 
























































区　　分 平成13年 平成14年 平成15年
総　数 2,740 2,834 3,927
船びき綱 1,441 1,217 2,281
小型底びき綱 489 593 537
刺　綱 40 61 89
釣 32 30 21
はえ縄 34 63 35
採　貝 113 105 122














佐 久 島 日間賀島 篠　　島
旅館、ホテル ２軒 80人 16軒1,120人 16軒915人
民　宿 ８軒275人 63軒2,018人 27軒848人
表３　日間賀島の観光客数の推移５ （単位：千人）
年 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007
観光客数 304 340 310 296 272 288 272 258 277
表４　日間賀島の人口と世帯数の推移６ （単位：世帯、人（各年10月１日現在））
年 1935 1955 1970 1990 2005 2006 2008
人　口 1,951 2,788 2,622 2,397 2,164 2,283 2,231













佐 久 島 181ha 326  40,000 48.3％ 28.8％ 小学生：14中学生：11
日間賀島  77ha 2,280 272,000 26.1％  8.8％ 小学生：117中学生：76
























































































































































































帯　　祝　　い 19 0  3
出　産　祝　い 19 0  7
お七夜、命名式 14 1  1
お　宮　参　り 19 1  5
お 食 い 初 め  0 5  1
初　　節　　句 18 0  7
初　誕　生　日  5 2  2
七　　五　　三 19 0  9
成　　人　　式 19 0 11
厄　　払　　い 19 0 12
長 寿 の 祝 い  5 3  2
結　婚　儀　礼 17 2 13
葬　送　儀　礼 17 0 13
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愛知県南知多町日間賀島における通過儀礼の変遷　尤
と「物価が高い」が各１名あった。日間賀島も他島と同じように少子高齢過疎化が最も心
配されていることがわかる。
４．３．本島に引っ越すこと＆祖先代々のお墓を本島へ移すこと
　「将来、本島へ引っ越すことを考えていますか」と「祖先代々のお墓を本島へ移すこと
を考えていますか」という質問には、無回答の２名を除いて他17名は本島へ引っ越すこと
を考えていないし、お墓も本島へ移すことを考えていないと答えている。島民の島に対す
る愛着がアンケート調査からうかがわれる。
４．４．少子高齢・過疎化対策及び政府がどのような対策を講じているか
　島民が考えている少子高齢・過疎化対策で最も多いのは、「働き場所を増やす」、「雇用
促進」など仕事に関する対策（６名）である。その他、島の活性化（３名）、老人医療施
設（１名）などである。仕事場の確保が最も大事であるとアンケート調査結果から考えら
れる。その一方、政府がどのような対策を講じているかとの質問に対して、離島振興法と
観光事業に対する補助金が各１名だったが、残りは「何もしていない」が無記入であった。
ほとんどの島民は政府が離島における少子高齢・過疎化対策をほとんど講じていないと考
えている。
４．５．通過儀礼を島に残す一番の方法
　「通過儀礼を島に残す一番の方法は」何か意見を求める質問には、「人のお付き合いを大
事にすること」、「近所、親戚の付き合い」（４名）との回答があった。その他、「子孫に言
い伝える（２名）」、「郷土愛を育む（１名）」、「お年寄りを大事にすること（１名）」など
があった。島民が島民同士の付き合いを非常に大事にしていることが調査結果から見られ
る。
５．考　察
　日間賀島は愛知県三河湾に浮かぶ三つの島（日間賀島・篠島・佐久島）の中で面積が最
も狭いが、人口が一番多くて観光業も最も発達している。愛知三島の中で少子高齢・過疎
化は他二島ほど急速にではないが、ゆっくりと進んでいる。そのため、日間賀島では、漁
業、観光業などに一生懸命力を入れて若い者の職場の確保や地域の活性化対策などを行っ
ている。一方、篠島と同じように一色町に所属している佐久島との交流はほとんどない。
距離的に非常に近い愛知三島が互いに連携して島における活性化を打ち出したらよいので
はないかと思われる。
　通過儀礼について篠島と同じように南知多町に所属しているため、通過儀礼の風習は篠
島とよく似ているが、篠島で既になくなった念仏婆さん組織と神主がまだ日間賀島には存
在しているので、篠島より伝統儀式を守っていると言える。また、少子高齢・過疎化の影
響により通過儀礼が簡素化してきたのではなく、時代の流れが大きいと思われる。まず、
出産（自宅から病院）、結婚（島内の自宅から島外の結婚式場）、死亡場所（自宅から病院）
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の変化が主な理由である。そして観光業の発達により島外との交流が活発になるにつれ伝
統風習もだんだん都会化してゆく。その中で結婚式の変化が最も激しい。一方、厄年と葬
式は変化が最小限に留まっている。日常生活に常に危険性が伴っている漁民生活では、厄
払いは今でも重視されている為である。また、葬式の時に葬式業者にあまり頼らず、島民
たちが互いに助け合うことによって島の人間関係が深く繋がっている。「島中親戚」とい
う言葉が今でも使われているのはその証左である。
　その他、一つ特徴的なものは、アンケート調査結果にも出たように、島では、長寿祝い
はほとんど行われていないことである。島で行われなくなった通過儀礼は何かという質問
に対して、長寿祝いはその上位に入っている。同時に一番残してほしい通過儀礼は何かと
いう質問に対して長寿祝いはほとんど選ばれなかった。アンケートに回答した島民たちが
主に30～40代であるのが一因であるとも思われるが、瀬川清子氏が書いた『日間賀島民俗
誌』（昭和26年）の中にも長寿祝いに関する記述はなかったことから、長寿祝いが日間賀
島で盛んに行われる通過儀礼ではなく、そのため島民の関心が薄いのだとも推測できる。
逆に、厄年の祝いについて以下のように書かれている。「25歳、42歳、61歳、77歳を、オ
ヤクサイと言って、２月の初午に、嫁とりよりも盛大に祝う。即ち、初午の日の前日に祝
い、夜中親類がついてお宮めぐりをして、餅とお神酒を供える。馬頭観音をはじめ、山中
のお堂に詣り、最後に、はいた草履を山神に置いてくる。赤飯を村中にまわす。村ではヤ
クサイの人の祈祷をする。初幟も15歳のタテオサメ16も厄年である。…17」つまり、島では、
古くから長寿祝いは厄年の祝いと見なしていたのではないかと思われる。穢れに関する厄
払いを特に重視してきた島民は、アンケート調査の中で一番残してほしい通過儀礼は何か
という質問に対して、厄払いを挙げる回答の多かったことがそれを裏付けている。初幟、
15歳のタテオサメ、61歳、77歳はいつの間にか厄年の祝いリストから外されたが、その代
わりとなる長寿祝いも行われていない。島が独自に長寿祝いを設けたら、年長者を仰ぐと
共に新しい通過儀礼を通じて島の活性化にも繋がると思われる。
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